




独特な理論で注釈された『釋摩訶衍論』 （以下『釋論』 ） 「解釈分」解釈で説かれる。小論では「十種名」をたよりに『釋論』における「二門」について理解を深めることを目的とする。「二門」とは、 「真如門」と「生滅門」である。前章「立義分」で解釈される「三十二法門」をみると、能入門として「一体門」 ・ 「三自門」と説かれる。その二門を『釋論』は「解釈分」において「真如門」 ・ 「生滅門」として捉え
（１）
、さらに所入法の「一体摩訶
衍法」 ・ 「三自摩訶衍法」 の二種と一組にして 「四種法」 と命名する。これが所入法の 「二法」と能入門の 二門」の関係である。以上の「四種法」に 十種名 が展開されるのである。
その内容は四種とあるものの本論の注釈書であることから「一心」 ・ 「二門」 ・ 「三大」
の構造を踏襲した「一心」 ・ 「二法」 ・ 二 の構想と推察される。つまり『釋論』は「一心」 ・ 「二法」 ・ 「二門」の構造について各々「十種名」が説示されるとする。
続けて『釋論』は「三十三法門」と関連付した十種ある「摂義論」の内、 『起信 』
のみを取り上げ、他 九種に残りの （ 十九 門」 ）説示 譲る体裁を っ いる（２）
。 『釋論』は「四種法」のみを解釈す 意思を表明していることになる。本考察では、 「十種名」を検討する手順として、まず「二門」の性質を踏まえたい。
要するに本論所説の「一心」 ・ 「二門」の内容と、 『釋論』の理解について述べ い。その後「四種法」について検討し、順次「一心 ・ 「 法 ・ 「二 」における 十 名について考察したいと考えている。







































と説き、 「摩訶衍」から「法」と「義」が説かれ、 「法」から「衆生心」 、 以降に「二門」そして「三大」が展開される。
二門とは、 「衆生心」という衆生の心の在り様を二門に分ける。その特徴は、 「真如
門」は「体」 、 「生滅門」は「体相用」と説き、真如という悟りの在り方を顕し、生滅という迷いの在り方を顕す。 「摩訶衍」 （大乗）の「法」の義が「衆生心」より説示されている。
衆生の心を明らかにしているのが 「体」 と 「体相用」 といえる。 「体」 は 「摩訶衍」 （大
















































































































とし、 「生滅門」の「自」は「他相」 よると説く。 他相」の「他」は「不善法」で
あり、 「自」は「清浄法」をあらわす。 「生滅門」の中に染浄の二種の在り方があると『釋論』は主張していることになる。一方、 「真如門」については不善である染法に依らない在り方といえよう。
































。 」とあり、 「衆生心」を所依として、 「多一心」を「如来蔵」

















とし、 「不生不滅」とは「無為法」 、 生滅」は「有為法」をあらわす。それぞれが「総相」であると説く。つまり「真如門 の性質とは「無為法」で一切の清浄法（善法）を総摂し出生する門。 「 滅門 の性質とは 有為法 で清浄法と染法の二種を合わせ総摂した門。そ て迷いの世界に 衆生の心を「多一心」として「如来蔵」であると説いている。
二、 「四種法」について



















と説き、 『釋論』は「解釈分」解釈において「四種法」を説示して る。はじめにで触れたように、 「四種法」とは「一体摩訶衍法」と「三自摩訶衍法」 、そして「真如門」と「生滅門」の計四種を指す。残りの法門 関し は、 『起信論』 除いた九種の論書において解釈されると説く。
九種の論とは『起信論』を含めた「十種摂義論」のことで、 「三十三法門」それぞ
れに関係する。 『起信論』が「一体摩訶衍 」と「三自摩訶衍法」 、そして「真如門」と「生滅門」の四種が関係するように、一つの論書に各四種法が解説されているとする。すなわち、こ 「解釈分」解釈では『釋論』が本論の注釈書として前述の四種法について解釈を行う とを表明している。「二法」 ・ 「二門」の四種法とあるが、本論の「一心」 ・ 二門」の構造をもとに構想された、 「一心」 ・ 「二法」 ・ 「二門」の三種の構造について論説して るこ になる。 「十種名」との関係は、 「一心」に十種、 「二法 に各十 「二門」に各十種、計五十種の名前が展開される。次項でその内容 つ 検討していきたい










①から⑩の「広大神王」や「如意珠」 、 「如来蔵」 、 「一法界」 、 「摩訶衍」等々は、二














⑦ 「一法界」 と⑩ 「一心」 に注目すると、 「一心」 極めて近い名称が配置されている。








































































和合した法となる。つまり「一心」の別名である「如来蔵」が二法 共通した思想であるといえる。一方で、 『釋論』では①「神王」や②「空王 、そして③「龍王」が至る所で説示に用いられている。ここでも⑥「如来蔵 所説 真如」の説示を踏まえると、出生される他の別名である真如法の「神王」や「龍王」等は「覚者」 いうこになる。一方で生滅法は迷える衆生である凡夫となるだろう。
四、 「二門」における「十種名」
























































































































































































































































とあり、 「生滅門」の「如来蔵」を「生滅真如 。 「無漏法」がこの「如来蔵」に「住」せず「真如如来蔵」を「壊」すと説く。つまり「生滅真如如来蔵 とは「不生不滅」と 」の法を被って る状態にある。「不生不滅」すなわち「浄法」の性質が「真如門」の「如来蔵」と捉えるならば、 「染法」の「生滅」 「浄法 の「不生不滅」が和合 あう状態にある が「生滅門」の
「如来蔵」となるだろう。本論の「不生不滅」と「生滅」は浄法と染法とをあらわし、「和合」は「生滅門」における染浄法の状態を意味している。
以上二種の「如来蔵」について検討した結果、 「如来蔵」が「二門」に共通している。







状態が雑乱しないことをこの「如来蔵門」では説き、唯覚者のみの世界ということになる。 「生滅門」の（２） 「如来蔵門」は、 染浄二種の法があって、 染法が如来法身（法身）を覆ってしまうと説示している。
②「不二平等門」は、 真如の不二を表現する。対して「生滅門」側の門は、 （１） 「蔵
識門」 である。この門は、 「識」 であ 阿梨耶識 を蔵していると説く。異名にある 「阿梨耶鍵摩 も「阿梨耶識」のこ を指 この は染浄の法である、 「有為法」と「無為法」を包含し、それら 法を 摂持」している門であると説く。
③「一道清浄門」は、 「二門」の相が異なる相・性質であるため「異岐」と説く。
すなわち「真如門」は清浄の法のみである く。 「生滅門」側は（６） 「多相分異門」である。この門は、 「蔵識門」同様、染浄 有為法 無為法が「恒沙」のように無数にあるため「多相」にして「異分 と説く。
④「不起不動門」は、 「真如」の本質である「理」 本来原理的に相対性を必要せ
ず「作業」が存在しないと説く。それに対し立てられる「生滅門」の ３ 「起動門」は、染浄の影響を絶え間 く 相続」すると説く
⑤「無断無縛門」は、 「障 がないため当然 治」の働きがないと説く。それに
立する（４） 有断有縛門」は、 「障」が有り、それ 除 治」も有る 説く。ここでも染法と浄法の相対関係 説かれる。
⑥「無去無来門」は、 真如門」に「上下」の関係が無いことを説く。対して「生滅門」
の（５） 「有去有来門」は、上下に亘 染浄 相が絶え間なく有ると説く。
⑦「出世間門」は、 「四相」という「生住異滅」を超えたも であるとして「出世間」
と説く。対する「生滅門」 （７） 「世間門」は、 「生住異滅 を「生滅門」 名の如く、生滅に依て永く変化していくため「四 」が り「世 」を離脱できない
⑧「寂滅寂静門」は、 流転還滅の往来が無い。対して「生滅門」は（８） 「流転還滅門
である。この門は文字のとおり「生滅門」が染浄の関係によって流転還滅することを説いてい
⑨ 「大総相門」 は、 「別相」 が く 「総相」 であると説く。本論所説の真如 における 「大









10） 「生滅門」 である。これも （１） から （９） までの総結である。
染法と浄法の差別諸法を総べる法門である。 「二門」は「二法」での検討の結果からも能入の門である。 「二法」 ・ 「二門」はともに真如法・真如門、生滅法・生滅門の法と門の性質が所入法 能入門によって展開されている。「如来蔵門」以外の十種名の関係は、資料③をみてみると、語句それぞれ対立する門がある。それは、 「不起不動門」 対し「起動門」 、 「無断無縛門」に対し「有断有縛門」 、 「無去無来門」に対し「有去有来門」 、 「出世間門」に対し「世間門」 。以上四種があげられる。必ずしも門の順番と一致していない。それ以外の十種名 ついては、思想面において門同士が対立している。委しくは資料③をご覧頂きた 。 「 来蔵門」での検討のと り、真如門 「浄 、生滅門が「染浄法 性質であることが確認できた。そして浄法の如来蔵があり、逆に染 に覆われた如来蔵がある。 「一心」 ・ 「二法」 ・ 「二門」 共通した「如来蔵」思想があることを確認した。
五、 「二法」と「二門」の同異について
「二法」と「二門」は本論の「一心」 ・ 「二門」構造を踏まえており、所入法能入門の関係にある。 「二法」の上にある十種の「広大神王」や「出生龍王」等は、 「一心」をあらわし、その下に展開された法、 「一体摩訶衍法」の十種名「金剛神王」等は真如法、そし「三自摩訶衍法」の十種名「主海神王」等は生滅法をあらわしている。そして「二法」 ・ 「二門」には「一心」の十種名の一つとして説かれる「如来蔵 が二法と二門に共通する思想で ことを確認し 。本項では『釋論』が「二法」 ・ 「二門」に同異説を展開する箇所がある。その箇所を




































とある。 「三異」とは① 依 」 、②「門異」 、③「境異」 「二同」 １、 「遍同」 、２、「名同」 である。 「三異二同」 と 「七異一同」 について図にしたものが資料④である。 「七異一同」については後ほど考察を行う。それでは 三 二同」について順 まとめてみたい。
①「依異」とは所依の「摩訶衍法」が異なると説いている。 「一体摩訶衍法」は「真
如門」側の法であり、 「三自摩訶衍法」 「生滅門 側の法である。
② 「門異」 とは 「能入門差別」 について説いている。 一体摩訶衍法」 には 「一体門」 、 「三
自摩訶衍法」には「三自門 が門として関連し、一法一門の対応関係をここでは説いている。例えば、別 門をあげると「一体一心摩訶衍 」には「一体一心門自一心摩訶衍法」には「三自摩訶衍法」 なる。
③「境異」は②の内容と同じく法と門の関係は一法一門であって、縁により所依と
する法門がある。境界に入る 、当然、縁 依った法があり それぞれ 境界へ赴く在り方（ ）があって一々の法を獲得するというこ になる。すなわち 真如門」は「一体摩訶衍法」 、 「生滅門」
真 如 門 生 滅 門
資料③
① 如 来 蔵 門 （１）蔵 識 門
② 不 二 平 等 門 （２）如 来 蔵 門
③ 一 道 清 浄 門 （３）起 動 門
④ 不 起 不 動 門 （４）有 断 有 縛 門
⑤ 無 断 無 縛 門 （５）有 去 有 来 門
⑥ 無 去 無 来 門 （６）多 相 分 異 門
⑦ 出 世 間 門 （７）世 間 門
⑧ 寂 滅 寂 静 門 （８）流 転 還 滅 門
⑨ 大 総 相 門 （９）相 待 倶 成 門


























































と説いている。 「七異」とは①「人衆異」 、②「法門異」 、③「所依異」 、④「行法異」 、⑤「体相異」 、⑥「境界 、⑦ 地位 。 「一同」とは「遍同」である。それでは①から「遍同」まで順に進めたい。
① 「人衆異」 とは衆生の種類について説いている。 「真如門」 は 「清浄解脱者」 、 「生滅門」
は「三聚諸衆生」と説く。 「三聚」とは「邪定聚」 ・ 「不定聚」 ・ 「正定聚」の三種機根である。 『釋論』は「因縁分」解釈より「三十二法門」と関連させて説示している。 「邪定聚」は十億八万六千種の衆生、 「不定聚」 三十種の衆生、 正 聚」は一百二十種の衆生が「三 二法門」を通して「生滅門」に関連すると推察する。つまり真如 とは「清浄解脱者」である「覚者 の衆生が対象で、生滅門とは「三聚諸衆生」を対象としている。衆生に応じた門があり、煩悩の厚薄が関係している。 身が煩悩に深く覆われた状態が「生滅門」の「如来蔵」で、煩悩に影響されない状態が 真如門 の「如来蔵」となろう。
一方で「衆生」の理解について『釋論』は「立義分」解釈において独特な理解をする。

















































































１、 「遍同」は、 「一体摩訶衍法」 ・ 「三自摩訶衍法」は共に「摩訶衍」で法である。
その「法」は等しく「法界」に「周遍」している。つまり法の持つ染浄法の性質が異なっても 界」に至っては差別なく等しく遍満す のである。
２、 「名同」とは、 「二法」の「十種名」があげられる。 「一心」の十種名から展開
する真如法と生滅 の計二十種の名前は、もとはすべ 「一体摩訶衍 」と「三自摩訶衍法」と同一で全て通じる。それを十種の別な名前をもって法 性質を再説しているのである。以上が「三異二同 である。






で説かれるように、 「真如門」に心念無く、 「生滅門」に心念あることを説く。 「生滅門」は「生住異滅」の「四相」が説かれるため「生を以て生を し滅を以て滅を滅す」とする。 「真如門 は 不生不滅」の法、 「生滅門」は「 滅」と「不生不 」の和合した法であると いている。





に、 「二門」は共に 一心」を所依とするが、 能入の関係で「一に因る」か「多 因る」かによって 体相 が異なることをあらわす。
⑥「境界異」は、 「二法」の「三異二同」の内「境異」と同じである。 「真如門」が
「一体摩訶衍法」を境界とし、 「生滅門」は「三自摩訶衍法」を境界とする。
⑦「地位異」は、 「十種名」所説 無去無来門」 ・ 有去有来門 の内容と関連する。 「真
如門」は「無去無来門」にして「不生不滅」であって「上下」の階位差別がはじめから存在しない。 「生滅門」は 有去有来門」にして「生滅」と「不生不滅」の和合する迷いの世界が展開されるため、 上下 間の行き来の差別が生じる これにより階位の差別が生ずることを示す。また『釋論』は「地位」 説示について、 『大本楞伽經』 ・『分流楞伽經』 ・ 『真修契経』以上三種を経証として引く。
最後に「一同」についてであるが、 「遍同」は、これも「三異二同」の内 「遍同」
と同じである。 「二門」 が 「法界」 に等しく周遍していることを 以上が 二門」における「七異一同」についてである。「二法」における「三異二同」は「一体摩訶衍法」に対し「真如門」 、 「三自摩訶衍法」に対し「生滅門」が所入法と能入 の関係で論説されており、 「二法」の性質が浄法と染浄法の二種 なってい そのため、入口の門や獲得する教法に相異があかし「二法」 性質 相異は もの 、 「法界」において遍満する量は差別 無く等しく、境界の差異が無いことを確認した。「二門」における 七異一同」は、 「衆異」 ・ 門異」 ・ 「体相異」等について説かれていた。衆生の種類や法門の性質等の相異があった。 「三異二同」と同様に、 「二門」は「二 」の教法を獲得するため 入口である。対象とす 衆生に「 来蔵 染と浄の状態よって対応する「門」より入り、 法」を得るということになる。つまり衆生の種類において、真如 側は「清浄解脱者」で「覚者 、生滅 側は 三聚諸衆生」 なる。
六、まとめ
「十種名」とは「一心」 ・ 「二法」 ・ 「二門」の三種において各々十種の名前が説示されている。 「二法」は「一体摩訶衍法」と「三自摩訶衍法」 、 「二門」は「真如門」と「生滅門」 、その根幹に位置する「一心」 、計五十種の名前を説いていたことになる。『釋論』は「一心」 ・ 「二法」 ・ 「二門」について、本論の「一心」 ・ 「二門」 ・ 「三大」の構造を理解し反映していた。その性質は「真如門 ・ 「一体摩訶衍法」を 浄法 、 「生滅門」 ・ 「三自摩訶衍法」を「染浄法」として捉えていた。多種にわたる名前は、 「一心」 ・
「二法」 ・ 「二門」に内在する性質について代名詞的な役割を担っていたと推察する。
つまり「一心」 ・ 「二法」 ・ 「二門」の性質を十種の名前として名義化したものといえ
よう。特に「一心」と 二法」の「十種名」として説かれた「如来蔵」と、 「二門」の「十種名」として説かれる「如来蔵門」は、 「一心」 ・ 「二法」 ・ 二門」に 如来蔵」が関連していることを示している。 真如門」 ・ 一体摩訶衍法」には浄 の如来蔵と、 生滅門」 ・ 「三自摩訶衍法」には染浄法の如来蔵の性質があるということになる。
要するに「一心」には「如来蔵」 、 「二法」には「唯一覚者」と「覆如来法身」
て「如来蔵」が関連しており、 「二門」には梵語 「婆伽婆倶舍」 訳語の「 来蔵門」が説かれている。一貫して「如来蔵」の思想が説示されており、衆生に蔵する如来の浄と染の在り方が「一心」を通して「二 ・ 「二 におい 展開された『釋論』特徴といえよう。
また、 「二法」 の 「三異二同」 における、 十種の特徴的な名前が二法に通じる する 「名
同」 、 「二門」 七異一同 における「人衆異」での「真如 「清浄解脱者 、 「生滅門」には「三聚諸衆生」を対象とする説示は 二法」 ・ 「二門」の特徴を再説するための手法といえよう。
結論として「二門」における「十種名」は「一心 ・ 「二法」 ・ 「二門」について説示




























































































（23）藤田隆淳著「 「釈摩訶衍論」に説かれる十種如来蔵」 （ 『密教文化』第一三一号所収）（24）『釋摩訶衍論』大正蔵三二巻
　
六〇八頁中
（25）『釋摩訶衍論』大正蔵三二巻
　
六〇八頁中
（26）『釋摩訶衍論』大正蔵三二巻
　
六〇四頁中―下
（27）『釋摩訶衍論』大正蔵三二巻
　
六〇四頁中―下
（28）『釋摩訶衍論』大正蔵三二巻
　
六〇四頁下
（29）『釋摩訶衍論』大正蔵三二巻
　
六〇〇頁下
（30）『釋摩訶衍論』大正蔵三二巻
　
六〇四頁下
